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①時間の変更
フレックスタイムなどにより、
ピーク時間に集中していた
交通量が平準化

渋滞対策の進め方～交通需要の抑制（TDM）について～
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○TDM※とは、車の利用者の交通行動の変更を促すことにより、都市レベルまたは地域レベルの道路交通混雑を緩和する手法。

○円滑な交通流の実現により、環境の改善、地域の活性化を図ることが目的。

⇒交通量の減少により、大きな速度状況の改善が確認された箇所を対象にTDM※を検討していく予定。

⑤自動車の効率的利用
相乗りや共同集配により、
自動車交通量が減少

④発生源の調整
交通負荷の少ない
土地利用や
勤務形態などにより
移動量が減少

②経路の変更
道路交通情報等により
混雑地域の交通量が分散

※中国地方整備局・近畿地方整備局HPを参考に作成

※TDM（交通需要マネジメント）:Transportation Demand Management

③手段の変更
駅前の整備、
バスレーンの設置等
公共交通機関を
利用しやすくすることにより
自動車交通量が減少

2021年3月15日 第2回移動性向上委員会資料抜粋
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１．これまでの川越TDMの取り組み事例
①パークアンドライドの実証実験を平成12年11月3日～5日に実施。
②パークアンドサイクルの実証実験を平成13年11月23日～25日に実施。
⇒パークアンドライドによる定時性が確認され、
混雑する時間帯においてはパークアンドライドの方が早く目的地に到着できる
結果となった。

上 ： 実験当時の写真
左 ： 実証実験時のパンフレット
埼玉大学久保田教授からの提供資料

※駐車場場所は、一番街周辺から約
2.3kmに確保した駐車場と約6kmの
位置に確保した駐車場の2箇所から、
利用者はそれぞれ電車やバスで市街
地まで向った。
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２．現在、実施されているTDM施策の内容
中心市街地への自動車の流入を抑制し交通渋滞の緩和を目的としてパークア

ンドライド機能を持つ郊外型の無料観光駐車場を設置。

３．現状の評価及び効果分析
ETC2.0プローブデータを活用し、市街地内の道路における速度状況等の分
析を実施し、TDMによる施策効果を把握していきたいと考えている。

川越市HPから引用し作成

位置図

無料駐車場から観光スポットまでの移動方法

郊外型の無料観光駐車場周辺の案内図
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パーク&ライド実証実験

■目 的
現在、あぐれっしゅ郊外型無料観光駐車場はGW等の繁忙期
に駐車場台数が不足し、一番街周辺のコインパーキングも同様
の状況にあり、駐車場を探す車両が渋滞の一因になっている。
そこで、北環状線開通とGWの駐車場調査結果を受け、北部

市街地交通対策の更なる迂回誘導対策として、市西側での郊外
型駐車場及びパーク&ライドの実現可能性を検証する。

無料郊外型観光用駐車場から一番街周辺への移動手段
（駐車場利用者は、どちらかを選択）

or

■効果検証（役割分担）
【大宮国道事務所】

ETC2.0データ等（車両速度、走行軌跡）を活用した周辺交通分析
【川越市】
駐車場利用者データ、アンケート調査（料金、場所など）

自転車シェアリングマイクロバス

■実施時期・方法
実施日時：令和5年３月25日（土）、26日（日）
実施方法：JAいるま野本店に無料郊外型観光用駐車場を設置する

とともに、無料借上げバス及びシェアサイクルによる
パーク&ライドを実施。

■過去実施時の課題
①PR不足で認知が不十分であった。
②駐車場から一番街周辺までが遠い。

■今回の改良点
①「PR不足」に対して
今回は例年約2万人程度の観光客が訪れる「川越市春まつり
オープニングイベント」の時期と同時期に実験を行う予定の
ため、春まつりの周知とP＆Rについての周知を併せて行い、
認知度の向上を図った。
※今年度の川越市春まつりは１月末から周知活動を実施。

②「駐車場から一番街周辺までが遠い」ことに対して
今回は市街地の西側約1kmの箇所に駐車場を確保し、バスま
たは自転車シェアリングで移動することで、前回実施時の課題
の解消を図る。

川越市HPから引用
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川越市HPから引用


